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3月の旅人 咲山 紫乃 様 ［ 岩手県・女性 ］

高校時代の親友と、出会って30年の記念に、共学となった母校を訪ねてみたい。

　一人旅を堪能された菅原さんからのバトンを受け取りました、咲

山紫乃と申します。どうぞよろしくお願いします。

　春。

　別れと出会いの季節。

　私が多絵と出会ったのはちょうど30年前の4月。高校の入学式の

日。クラス内に知っている顔もなく、かなり緊張して教室に座って

おりました。私の前の席の子と左隣の席の子は同じ学校の出身だっ

たようで、二人が楽しそうにおしゃべりする様子がうらやましく、

内気で寡黙だった私は勇気を振り絞って「私も入れて」と声をかけ

てみました。すると、ちょっとびっくりした顔をしていたずらっぽく

「いいよ」と言ってくれたのが、左隣に座っていた多絵でした。

　高校卒業後は、多絵は大学へ、私は3年間専門学校へ進学。

　卒業後私は盛岡で就職し社会人として生活を始め、結婚して仕

事をしながら子供を4人産む間に、多絵は大学を卒業して中国で2

年を過ごし、帰国後就職したと思ったら、今度はエチオピアで1

年。ようやく帰国したと思ったら今度はブータンへ。7年もブータ

ンで生活して、今はブータン刺繍作家となり仙台や東京でブータ

ン刺繍教室も開いている…。

　30年前、お互いにこんな未来が待っているなんて思ってもみま

せんでした。

　私にとっては母でも嫁でも妻でもなく、会社の看板も関係ない、

ただの「紫乃」と「多絵」として自分になれるのは本当に久しぶり。

20年ぶりぐらいかも…。

　この旅の目的は「命の洗濯」。

　実は数日前からわくわくしすぎて夜眠れず、遠足前の子供のよ

うに朝起きては「あと○日…」なんて密かに数えたりしていました。

　そして迎えた当日。

　いつものように子供たちにお弁当を作り、いつもの時間に家を

出て、今日は会社ではなく盛岡バスセンターへ。

　今回の旅は時間を気にすることのない一人旅なので、いちばん安

価に仙台へ行ける高速バスを選択しました。11時過ぎに広瀬通一

番町のバス停（よく行っていたフォーラスの向かい側でした）で降り

12ヶ月のブログリレー

わたしの仙台ストーリー My Sendai Story 

旅人の足跡：咲山様の旅の足跡をご覧になるには、

http://goo.gl/maps/jtSrV にアクセスして頂くか、右の QRコードを読み取ってください。

・この地図は Googleマップサービスを利用しています。
・地図内のルートは旅人の訪問地、訪問順に基づき、Googleマップの仕様に合わせておすすめの
ルートを作成したもので、旅人が実際に使用したルートと異なる場合があります。

・当データからリンクしているGoogleマップページについては、Google の責任の下、管理されている
ものであり、Google に起因する不具合等について当ホテルはいかなる責任も負いません。 

http://goo.gl/maps/jtSrV
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ると、多絵が車の中から手を振ってくれました。

　多絵の車に乗り込み、目指すは仙台市博物館！

　ランチしながら旅の作戦会議です。

　まずは、いざ若冲！ 「若冲が来てくれました」を見ました。

　…若冲は江戸時代中期の方なのですが、とてもモダンでポエム

な印象でした。

　このプライスコレクション、仙台の後は盛岡にも来るらしいので

子供たちを連れて見に行こうと心に誓いました。

　若冲を堪能したあと、出口に並ぶたくさんのお土産の中から、

私が一番好きだったぶどうの掛け軸のクリアファイルを多絵が買っ

てくれました。…なんて素敵なんでしょう…。帰宅後も時々眺めて

は、旅行のあれこれを思い出し、盛岡に若冲が来るのを心待ちに

しています。

　仙台市博物館を出ても、まだホテルのチェックインには少し早

い時間です。そこで30年前に二人が出会った母校を訪ねることに

しました。

　ここを右に曲がると学校。坂道は昔とおんなじ。

　以前見学に行っても良いかを確認したときに、この日は離任式

だと聞いていました。てっきり午前中の早い時間に始まるものだと

思っていたのですが、学校へついたらまさに式の最中…！もしかし

たら断られるかもしれないと思いつつ事務室へ回ってみると、あっ

さり「どうぞ（^̂ ）」と入れてもらえました。

　…何もかもが新しくてきれいで、私たちが学んでいたころの面

影はどこにもありません。学校にエレベーターがある…！！

　うわぁ～吹き抜けになってるぅ～…！！

　といちいち驚きつつ、出会ったのと同じ16HRを探します。

　…ありました。

　ここで今まさに学んでいる子供たちも、30年後に母校を訪ねて

みたりするのでしょうか？

　おしゃべりしながらあちこち見て歩いていると、私たちもまるで

高校生のころと変わりません。違うのはめっきり白髪が増えた髪と、

ぽってりと脂肪がついた体型だけ…。

　いよいよウェスティンにチェックインです。

　お部屋の様子は…ほかの旅人さんたちがたくさん載せてくださっ

ているので割愛（^̂ ;

　多絵にお願いして持ってきてもらった卒業アルバムを見ながら

ひたすらおしゃべり。

　今年は私たちの学年が同窓会の幹事をする当番らしく、集まっ

たりすることも多いのだとか。みんなの消息を教えてもらったり、

私が年賀状だけでつながっている数少ない友達の状況を教えた

り、先生たちの噂話やお互いの家族の話…尽きることなく続くお

しゃべり。

http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/
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　ふと気がつくとフロー スパでのトリートメントの時間。

　今回の宿泊プラン「仙台ストーリー・スプリング」では、お食事

かフロー スパでのトリートメントを選べます。

　トリートメントは「ボディケア」「フェイシャルケア」「ネイルケア」

から1つをチョイス。

　20代のころなら「ボディケア」だったし、30代なら「ネイルケア」

だったけど、40代でお肌にもいろいろ悩みが出てきちゃってる私た

ちは迷わず「フェイシャルケア」をお願いしました。

　それぞれ個室もありますが、今回は二人で1室でのフェイシャル

ケアです。

　このお部屋、友達同士はもちろん、ご夫婦やカップルでもよさ

そうです。

　…カウンセリングから始まる1時間半は、至福の時間でした…。

　20代の頃、週に1度はエステに通っていたこともありましたが、

本当にエステが必要なのはまさに今なのかもしれないと思い知りま

した。施術翌日からのお肌の調子よさといったら、10歳ぐらい一

気に若返った感じです。

　40歳を過ぎたら、時 エ々ステへ行くべきなんだと二人で実感しま

した。

　部屋へ戻り、夕食はルームサービスでクラブハウスサンドと野菜

サンドをそれぞれ頼みました。

　カーテンを開け放って仙台の夜景を見ながら食べたこのサンド

イッチ、それぞれ本当に美味でした。

　クラブハウスサンドは半熟卵が入っており食べるのが難しいので

すが、そこはルームサービスのよいところ。ばくっとかぶりつきま

した。

　野菜サンドはごく薄いパンにきゅうりだけ、トマトだけ、レタス

だけ…のように数種類の野菜が1種類だけサンドしてあり、1つ1つ

が一口で食べられる大きさです。これが、ものすごくおいしかった

のです。私の人生で一番おいしいサンドイッチでした。
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　まずは Loftへ行ってみました。私が高校生だった頃は ams西

武で、西武前のバス停から通学しておりました。それから、ほぼ

毎日歩いていたエスパルで子供たちへちょっとしたお土産を買い、

車に乗って一路空港へ…。

　震災の影響で、私が知っている景色とはずいぶん違ったものに

なっていました。見晴らしがよくなってしまった道路には、たくさ

んのトラックが行き交っています。海は変わらず、静かで青くてキ

ラキラしていました。そして、空港には飛行機がたくさん並んでい

ました。

　空港で夫に日本酒を買いました。そして、多絵が家のみんなに

お土産を買ってくれました。

　松島蒲鉾本舗さんの「むう」。

　これ、とても美味しかったです。ふんわりとお豆腐の香りがして、

ふわふわと柔らかく、何個でも食べられそうです。子供たちにも

好評だったのですが、酒のつまみに最高だと夫が絶賛しておりま

す。おとりよせ、しちゃうかも。

　私の旅はこれで終わりです。

　こんな素敵で贅沢な時間をプレゼントしてくれた皆様に、深く

感謝しております。

　本当にありがとうございます。

　お気に入りの曲を詰め込んだiPodを充電したまま家に忘れて

きちゃったこと、わくわくしすぎて多絵にお土産を買わなかったこ

と（家に帰ってきてから気が付いた…）、噂の美味しいケーキと同

級生が切り盛りしている焼き鳥を食べられなかったこと、…そんな

ささいな後悔はありますが、次回また会う時の楽しみにもなりま

した。次は30年も待たずに、会っておしゃべりしてエステに行こう

ね、多絵。

　バトンは神奈川からいらっしゃる澤木陽子さんにお渡しします。

　仙台の桜といえば、高校生の頃、5月の連休には榴岡公園へ部

活のみんなで行ったのを思い出します。

　今はもう少し、早い時期に咲くのでしょうね。

　素敵な写真がたくさん撮れますように…（^̂ ）

　翌朝、朝日がとてもきれいでした。

　ゆっくり寝ていられるのに7時には二人とも起きていて、シャ

ワーをあびたりテレビを見たりしながらゆっくり身づくろいして朝

食へ。

　朝からこんなに食べられるのか…ってぐらいおなかいっぱい食

べました。

　目の前で作ってくれるオムレツと小ぶりな米粉のパンがとてもお

いしく、家に置いてきた夫と子供たちにも食べさせたいなぁと思い

ました。

　チェックアウトは14時まででよかったのですが、子供たちにお

土産を買ったら海のほうへ行ってみようか…ということになり、11

時過ぎにチェックアウトしました。

http://www.sdj-airport.com/

